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20260308 受難節第 3主日礼拝 

司式:神藤 重臣 

奏楽:中井喜久子 

前奏:｢今われらは聖霊に願いて｣(D.ブクステフーデ) 

招詞:主を尋ね求めよ、見いだしうるときに。呼び求めよ、近くにいますうちに。 

主に立ち帰るならば、主は憐れんでくださる。(イザ 55.6,7b) 

讃美歌:12｢とうときわが神よ｣ 

交読詩編 31.8-14  

08 慈しみをいただいて、わたしは喜び躍ります。あなたはわたしの苦しみを御覧になり/わ

たしの魂の悩みを知ってくださいました。 

09 わたしを敵の手に渡すことなく/わたしの足を/広い所に立たせてくださいました。 

10 主よ、憐れんでください/わたしは苦しんでいます。目も、魂も、はらわたも/苦悩のゆえ

に衰えていきます。 

11 命は嘆きのうちに/年月は呻きのうちに尽きていきます。罪のゆえに力はうせ/骨は衰え

ていきます。 

12 わたしの敵は皆、わたしを嘲り/隣人も、激しく嘲ります。親しい人々はわたしを見て恐

れを抱き/外で会えば避けて通ります。 

13 人の心はわたしを死者のように葬り去り/壊れた器と見なします。 

14 ひそかな声が周囲に聞こえ/脅かすものが取り囲んでいます。人々がわたしに対して陰謀

をめぐらし/命を奪おうとたくらんでいます。  

朗読聖書①イザヤ書 48.17-19 

17 イスラエルの聖なる神/あなたを贖う主はこう言われる。わたしは主、あなたの神/わた

しはあなたを教えて力をもたせ/あなたを導いて道を行かせる。 

18 わたしの戒めに耳を傾けるなら/あなたの平和は大河のように/恵みは海の波のようにな

る。 

19 あなたの子孫は砂のように/あなたから出る子らは砂の粒のように増え/その名はわたし

の前から/断たれることも、滅ぼされることもない。  

朗読聖書②ルカによる福音書 12.8-12 

◆イエスの仲間であると言い表す 

08 「言っておくが、だれでも人々の前で自分をわたしの仲間であると言い表す者は、人の子も

神の天使たちの前で、その人を自分の仲間であると言い表す。 

09 しかし、人々の前でわたしを知らないと言う者は、神の天使たちの前で知らないと言われる。 

10 人の子の悪口を言う者は皆赦される。しかし、聖霊を冒涜する者は赦されない。 

11 会堂や役人、権力者のところに連れて行かれたときは、何をどう言い訳しようか、何を言お

うかなどと心配してはならない。 

12 言うべきことは、聖霊がそのときに教えてくださる。」  

祈祷 

恵み深き天の父なる神さま、本日、受難節第三主日の礼拝を、あなたの

御前に献げることができ、心より感謝致します。十字架への道を歩まれた

主イエスを覚えつつ、私たちもまた、自らの罪と弱さを覚え、あなたの深

い愛と救いの御業に思いを向けさせてください。 

今朝、この礼拝堂に集う兄弟姉妹、またライブ配信を通して夫々の場所

から礼拝に与る一人ひとりの上にも聖霊の豊かな恵みがありますように。

この後、大谷牧師を通して語られる御言葉を祝福してください。自分の力

や思いではなく、助け主である聖霊を信頼し、導かれて歩む者としてくだ

さい。 

東日本大震災と福島第一原子力発電所の事故から間もなく 15 年を迎え

ます。あの日の悲しみを覚え、今もなお困難の中にある方々を慰めてくだ

さい。さらに、この年月の間にも多くの災害がありました。傷ついた人々

に支えと希望をお与えください。また世界では今も戦争や紛争が起き続い

ています。力による平和ではなく、憎しみと暴力の連鎖を断ち切り、和解

と平和への道を開いてください。私たちを無関心な者でなく、キリストの

平和に生きる者として、新たに立ち上がることができますように。 

このお祈りを、主イエス・キリストの聖名を通して御前にお献げ致しま

す。アーメン。  

讃美歌:292｢勝利をたたえて｣ 

説教 「頼るべきは聖霊」        太田昌恵 

主イエスを弟子たちが最も間近に取り囲み、その周りに｢数えきれないほど

の群衆が集まって来て、足を踏み合うことになった。｣という様子は、ルカによる福

音書 12章 1節に書かれています。それは、“イエスがご自分の身近にいる弟子た

ちに教えを伝えている”ということであり、“そのイエスと弟子たちを、その他の大勢

の人々が取り囲んでいる”ということでした。その状況は本日の箇所 8 節でも

続いており、そこまでの間にイエスは、“ファリサイ派たちの偽善に注意するよう

に”と語り、また、“迫害にあって命を奪われるようなことになっても恐れることはない。

全てのことをご存知の神だけを恐れなさい。”と語っています。 

“弟子たちに教えを説いている”というこの状況は、12 章 13 節で｢群衆の一人

が言った。｣という言葉によって一旦終わりになります。つまり、本日お読み

いただいた部分の最後 12節までで、イエスが弟子たちに教えを説くという

ことはとりあえず終わりになります。しかし以前にもお話ししましたが、

“弟子たちに教えている”と言っても、その周りには大勢の群衆がひしめき合

っています。後ろの方の人たちにはイエスの声は届いていないでしょうが、

弟子たちのすぐ後ろにいる人々にはイエスの教えは届いていたはずです。

そしてそのイエスの言葉は人から人へと伝わって、その場にいた多くの人

たちに伝わっていったことと思われます。主の話される言葉そのものが

人々の前におけるものであり、そしてそれは今の私たちの心にまで響いて

くる言葉だと言っていいでしょう。 

さて、本日お読みいただいたのは 12章 8節から 12節までですが、ここ

ではまず、“迫害にあった際の弟子たちへの励ましと警告”が語られています。8節

で｢人々の前で｣と言われるのは、“人々の前に面と向かって立たされる”ことを言い

表しています。もちろん、それは称賛を受けるためのものではありません。

裁かれるため、つまり、この世の裁きである迫害を受けるためです。｢人々

の前で｣ということは、主イエスと同じように弟子たちも人々の殺意にさら

されることであり、殉教の覚悟を求められているということです。だから

こそ 4節では、“死を恐れるな”と、イエスは弟子たちに教えました。 

新共同訳聖書では８節を｢自分をわたしの仲間である｣<パス・ホス・アン・ホモロゲーセー・エン・

エモイ･エムプロセテン・トーン・アンスロ＾ポーン(pa/j o]j a'n òmologh,sh| evn evmoi e;mprosqen 

tw/n avnqrw,pwn()[全て(誰でも)･(関係代名詞)･～ならば(仮定文)･告白する･前で･わたし･前

で･(冠詞)人の]⇒人の前で、わたしを告白するところの者全て>と訳していますが、ここでの

｢自分｣とは勿論“イエスご自身”のこと、そして｢仲間である｣という言葉は原文

には入っていません。ギリシャ語では｢告白する｣という言葉が使われていま

す。これは、元々は“公に同じことを言う”という意味を持つ言葉で、つまり、

“或る人と同じことを言う”、“或る人に同意する”という意味になります。ですか
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らここで、“人々の前でイエスと同じことを言う・イエスに同意する”ということは、

“イエスの前でイエスと同じことを言う”、即ち、“イエスがその場所にいてもいなくても、

自分を迫害する人々の前で「イエスを信仰する」と公に言い表す”という意味になりま

す。迫害が起きている世の中では、イエスを信仰する人々の命を奪う者た

ちが現れますが、“それでも、何時であっても、イエスの自分の仲間である”、即ち、

“イエスの語ることに同意し、自分の信仰を正しく告白する人”を、イエスもまた“神

の天使たちの前で自分と同じことを告白する者だ”と言い表してくださるのです。

｢人の子｣とありますが、勿論ここで言う｢人の子｣とは“イエスご自身”のことで

す。そのイエスが天の父なる神の天使たちの前で、ご自分への信仰を言い

表す者を、ご自分の“仲間である”と言ってくださるということは、“その人の

名前が命の書に記されることの宣言”となるのです。“信仰を隠すことなく、人々の前で

公然と言い表すこと”、それを主イエスは弟子たちにも、そして私たちにも求め

ておられます。 

前回の説教で、私は“この日本においてはキリスト教に対する迫害はない”と申し

上げました。確かに、“私はイエスを神の子と信じます、キリスト教を信じています”

と公に告白したとしても、命を奪われることはありません。しかしどうで

しょう。皆さんはご自分が“キリスト教徒だ”ということを、どんな場でも、

どんな人たちの前でも、はっきりと宣言することができるでしょうか。 

この信濃町教会の信徒の方々は、100年以上に及ぶ教会の歴史の中で、信

仰の先達の皆さんの確かな信仰者としての歩みを見て、ご自身の信仰を養

われていらした方々ですので、どんな場でもはっきりと、“私はキリスト者で

す”とおっしゃることがおできになるでしょう。私も牧会者として歩み始め

てからは、“キリスト者である”ということに抵抗を感じなくなりましたが、

一信徒として拙い歩みをしていた時は、つい相手の、そして周りの人の様

子をよく観察してから、“大丈夫だ”と思うまでは、クリスチャンであること

をなかなか言い出せないでいました。しかしそれではいけないのです。イ

エスが求めておられるのは、何時、どんな時でも、そしてどのような人が

相手であっても、はっきりと“自分は主イエスを神の子と信じる”と言い表すこ

となのです。 

そのことが如何に大切であるかということは、9節を読めばわかります。

｢人々の前でわたしを知らないと言う者は、神の天使たちの前で知らないと言われる。｣た

とえ“イエスの前でイエスを信仰する”ということを告白しても、他の人たち、

例えば、“自分の命を奪おうと狙っている迫害者たちの前でイエスを否定するならば、イ

エスもまた、天の父なる神の天使たちの前で否定なさる”のです。“このような人は知ら

ない”とおっしゃるのです。父なる神の天使たちの前でイエスによって否定

されるなら、私たちは『命の書』に名前が記されることはありません。罪が

赦されることも、永遠の命を得ることもできません。私たちの信仰はイエ

スの前でだけでなく、迫害者であろうと思われるような人々の前でさえも、

イエスを告白し、その信仰を言い表すことが必要なのです。 

『ルカによる福音書』の著者『ルカ』と言えば、“医者であった”であろうという

ことがよく知られていますが、私たちがもう一つイメージとして持ってい

るのは、“聖霊についてよく語っている”ということではないでしょうか。しか

し実際には、ルカが『聖霊』という言葉を最も多く書き記すのは『使徒言行録』

においてであり、福音書においては、聖霊が与えられることを約束される

11章 13節と、あとは本日の箇所 12章 10節と 12節だけです。ペンテコス

テにおいてよく読まれる使徒言行録 2 章での聖霊が下される場面の印象が

あまりにも強いので、私たちは“ルカ = 聖霊”と考えがちですが、福音書で

は聖霊についてあまり語っていません。しかしそのルカが福音書で｢聖霊｣と

いう言葉を 2 回も使っている本日の箇所は、ルカの聖霊への考え方がよく

分かる箇所とも言えるでしょう。 

10 節で、イエスは｢人の子の悪口を言う者は皆赦される。｣と言います。この言

葉は、その後にイエスが語る“聖霊に対する冒涜”との対比を明らかにするた

めです。イエスへの悪口も赦されるものだとは私は思いません。しかしイ

エスに対する悪口以上に深刻で問題なのは“聖霊に対する冒涜”です。｢冒涜す

る｣とは神を汚す言葉を言うことを意味します。神から与えられる聖霊に対

して、それを汚す言葉を言うということは、神そのものに対しての冒涜で

あり、まさにここには“神に対する罪の深さが現れている”と言えるでしょう。

また｢赦す｣という言葉<アフィエーミ(avfi,hmi)>には二つの意味があります。“或る

出来事がこれから起きることを赦す”という意味と、“かつて興ったある出来事を赦す”

という意味があります。つまり神は、“人間がかつてを犯した罪をイエスの血によっ

て赦す”というだけではなく、“今後、人が罪を犯すこともすでに赦してくださってい

る”のです。人間はどれほど“私は罪を犯さない”と言っても罪を犯してしま

う者です。全てのことをご存知の神は、そのような人間がすでに犯してし

まった罪も、“これから犯す”であろう罪も、全てを赦してくださるのです。 

11節以下には、迫害にあった時、どうすればいいかがイエスによって示

されています。｢会堂｣とあるのはユダヤ教のシナゴーグ(sunagwgh,)のこと

ですから、これはユダヤ教徒からの迫害です。会堂は礼拝と教育の場です

が、イエスを告白する人が迫害の時には鞭打たれる場でした。迫害とはこ

れだけではありません。ユダヤ人以外の人たちからの迫害、具体的にはロ

ーマ帝国による迫害が挙げられます。“イエスを主と告白する人たち”はローマ

帝国の役人や権力者たちのもとに連れて行かれ裁きを受けることになりま

す。その裁きの場において、“イエスを告白する人たち”は、弁明の機会が与え

られますが、イエスによれば、その時に｢何をどう言い訳しようか｣、“何を言おう

か”などと心配してはならないのです。心配をすればするほど語るべき言葉

を探して、心はバラバラに分けられ乱されてしまいます。人間にはそのよ

うな時に語る言葉は見つかりません。どう考えても語るべき言葉を思い浮

かべることはできないのです。迫害の場で語るべき言葉を与えてくださる

のは神によって与えられる聖霊にだけできることです。聖霊が与えてくだ

さる言葉を、ただその時に語れば良いのです。心配は無用です。言うべき

ことはただ聖霊だけがご存じで、その言葉を与えてくださいます。 

そもそも聖霊とはどうやって与えられるか思い返してみましょう。聖霊

はイエスが天に上げられた後に、私たちのもとに送られてくるものです。

イエスが去ったこの地上で、私たちが力を与えられ、強い信仰を持って生

きていくことができるのは神によって与えられる聖霊の力のおかげです。

私たちは聖霊の力なくしては何事も行うことはできません。今までも罪を

犯し、これからも罪を犯すであろう存在です。神の御前に進み出ることす

らできない存在と言っていいでしょう。 

この信濃町教会で毎月第一主日に開かれる『主の晩餐』について考えてみ

ましょう。私たちは本来、この主の晩餐に与ることもできないほど罪深い

存在です。しかし聖霊によって清められ、その聖霊の力によって神の御前

に押し出されるからこそ、主の晩餐を受け、それに与ることができるので

す。今の私も同じです。この講壇で、主の御言葉の取次の役目を与えられ、

そのことを赦されているのは聖霊の力によるものです。聖霊の力がなけれ

ば私たちは何もできないのです。私たちはその聖霊の存在を忘れてはなり
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ません。 

初代教会の人たちは、常に迫害の危機の中にありました。イエスの弟子

たちもそうですし、ルカの教会の人々も同じでした。迫害ということがい

つか起こるかもしれない未来の出来事ではなく、今まさに目前に迫ってい

る、何時起きてもおかしくない出来事だったのです。そのような中で初代

教会の指導者たちは、迫害にあったらどうすればいいかと恐れる人々を励

まし続けました。“イエスが天に挙げられ、誰も自分を弁護してくれなくなってしまった

今、どうすればいいのだろうか。”きっと多くのキリスト者たちがこの問題に悩み

苦しみ、苦しみ、日々恐れの中にあったことと思います。そのような人々

を励ますためにルカもまた自分の教会の人々に聖霊の助けを語り続けまし

た。より多くのことは、かつて『聖霊行伝』とも呼ばれた『使徒言行録』に記し

ていますが、イエスを主と告白する者たちが窮地に陥った時に、“誰が助けを

与えてくれるのか”、“それこそは聖霊なのである”ということを語り、人々に迫害

を前にして“恐れることのないように”と語り伝えました。主イエスが洗礼を受

けた時、天が開け、聖霊が鳩のように、目に見える姿でイエスの上に下っ

てきて、イエスがその聖霊の力によって様々な働きを繰り広げていったよ

うに、弟子たちは迫害下にある、まさにその時に、同じようにして聖霊が

弟子たちに語るべき言葉を与え、彼らの中から力強く語り出すことをルカ

は人々に教えました。 

弟子たちがこの聖霊によって教えられた言葉によって人々の前で話すの

は、ただ単に自分に対する弁明の言葉だけではありません。弟子たちが語

るのは『神の国』の証しであり、この証しが確かなものとして人々の前に示

されるために、彼らは人々の前に引きずり出され、鞭打たれ、尊い命を失

うことになるのです。しかしそれは単に命を失うということではなく、“イ

エスを主と告白し、神の国を証しする”という大切な役割を負っているのです。 

私たち現代に生きる日本のキリスト者にとっては、迫害は無縁の世界で

あるということを私は繰り返しお話ししてきました。その考えに変わりは

ありません。しかし、迫害とは言わないまでも、人々の好奇の目に曝され

ることや、面白おかしく話の材料になってしまうこともあるでしょう。し

かしそのような時にあっても、私たちは何も恐れることはないのです。聖

霊が私たちの背中を押し、私たちを豊かに包み、力を与えてくださいます。

私たちは罪多い者です。主イエスの十字架で流された血によって贖われ、

罪赦された者です。しかし尚、私たちは御前に立つに相応しいとは言えな

い行いをし、また罪を重ねてしまいます。それでも私たちは聖霊によって

力づけられ、全てを赦されて、今この礼拝の場に立つことができている、

そのことを忘れずに、これからもこの世の旅路を歩んでいきましょう。 

共に祈りましょう。 

神さま、今のこの時代、私たちはキリスト者として迫害に遭うことはあ

りません。しかし、主を“救い主である”と告白することに大きな躊躇いを感

じることもある弱く貧しい器です。どうか何時如何なる時にも、“主・救い主

イエスを信じる”ことを公に言い表すことができる者としてください。そして

罪深い私たちが、この世でどんなことも恐れず生きていくことができるよ

うに聖霊をお与えください。聖霊の力に押し出されて、この世の旅路を生

きていくことができますようにお導きください。 

この祈り、救い主イエス・キリストの聖名を通して御前にお献げをいた

します。アーメン。  

讃美歌:342｢神の霊よ、今くだり｣ 

献金・感謝(咲花淳子)・主の祈り(讃美歌 21 93-5A) 

ご在天の父なる神さま、主にある兄弟姉妹と共に礼拝を献げることが赦

されましたことを感謝致します。敬愛する大谷先生は通して聖霊なくして

は私たちは生きていけない、そのことを、力強く、そして豊かに、この御言

葉を与えていただきましたことを感謝致します。私たちがこの一週間を

夫々の旅路の中で御言葉を糧として歩むことができますようにお導きくだ

さい。 

私たちは必要な物を与えられ主の僕として生きていることが赦されてい

ることを感謝致します。今夫々が与えられた物の中から感謝と献身の徴を

御前にお献げします。どうぞ祝して教会の御用のために用いてください。 

主が教えてくださった『主の祈り』を共に祈り、新しい日々を迎えさせてく

ださい。｢主の祈り｣…アーメン。  

派遣:讃美歌 92 ｢主よ、わたしたちに主よ｣  

祝福:主イエス・キリストの恵み、神の愛、聖霊の豊かな交わりが、私たちの上に、いつまでもあ

りますように。アーメン。 

報告:(週報に記載のない催事)修養会委員会 14 日 ㈯ 午後８時（オンラインにて） 

後奏:｢われらを神の怒りから逃れさせたもうキリストよ｣(H.ディストラー)  

 


